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研究成果の概要（和文）：　本研究では、三つの研究成果を達成した。第一は現代社会における代表制民主主義
の正統性の危機の要因をグローバル・リスクの観点から明らかにした点である。第二は代表制民主主義を相対化
する形で生成している、「新たな民主主義」（熟議システムと直接民主主義）をめぐる言説の配置を、正統性の
観点から考察した点である。第三は様々なタイプの民主主義間の関係を考察し、その節合から正統性を調達する
民主主義論を提示した。
　これらの考察によって低下する代表制民主主義の正統性を補う、様々な民主主義のコンステレーション（配
置）理論の考察の基礎を構築することができた。

研究成果の概要（英文）：This study achieves three research outcomes. It first clarifies the factors 
responsible for the crisis of legitimacy facing representative democracy in contemporary society 
from the global risk perspective. Second, it assesses the alignment of “new democratic” discourses
 (i.e., deliberative system and direct democracy) that have emerged in forms that have relativized 
representative democracy from a legitimacy perspective. Finally, third, it considers the relations 
among these various types of democracies and presents a theory of democracy that derives legitimacy 
from their articulation.
Through these considerations, this study has been able to build a foundation for examining the 
alignment of various democratic forms that would enable the strengthening of the legitimacy of 
faltering representative democracy.
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１．研究開始当初の背景 
（１）現代世界では、未曾有の規模で「民

主主義はグローバル化」している。しかしグ

ローバルなテロや世界経済危機を前に、民主

主義の正統性（legitimacy）の危機が指摘さ

れている。対米同時多発テロやリーマンショ

ック、福島原発事故を契機に、内外でリスク

論への関心が高まっている。現代の民主主義

が、国民国家を基礎とする代表制民主主義で

あり「国内政治の公的領域」で作動するなら

ば、その境界線を越えるリスクに対処する事

には、構造的な「限界」が存在する。 

（２）ナショナルな代表制民主主義の正統

性の危機の深化の他方で、新たな形の民主主

義による正統性の回復が模索されている。 

①90 年代以降には東欧革命や、「政府の失

敗」及び「市場の失敗」を背景に市民社会論

が脚光を浴びたが、その市民社会に基盤にし

た公共圏における熟議（deliberation）や闘

技（agon）による民主主義を模索するラディ

カルデモクラシーが模索されている。とりわ

け利益政治中心の民主主義論と共同体を重

視する民主主義論の双方から距離を取る熟

議民主主義論の進展は目覚ましく、政治過程

への組み込みも模索されてきた。日本におけ

る原発の是非を問うたナショナルレベルの

討論型世論調査（DP）も記憶に新しい。さら

に熟議の制度化のみならず、多様な熟議と参

加のアリーナの相互連関を「熟議システム」

と捉える研究も進んでいる。 

②また金融危機に見舞われた南欧諸国を

はじめ、「アラブの春」を経て、米の「ウォ

ール街を占拠せよ（ＯＷＳ）」、日本の「脱原

発デモ」など、「我々は代表されていない」

と認識する人々による中心組織なきデモや

占拠は、国境と公私区分を越え世界各地に噴

出している。これを代表制民主主義の正統性

の危機を背景とした、新たな「直接民主主義」

として解釈する研究も進んでいる。 

 
２．研究の目的 

（１）現代世界における代表制民主主義の

正統性の危機の要因を、国内／国際及び公／

私の区分を越えるグローバル・リスクの観点

から明らかにする。 

（２）代表制民主主義を相対化する形で生

成している、「新たな民主主義」（具体的には

熟議システムと直接民主主義）をめぐる言説

の配置を正統性の観点から再構成する。 

（３）様々なタイプの民主主義間の関係

と、 

その節合形態から正当性を調達する民主

主義論を提示する。 
 
３．研究の方法 
三つの課題領域を三人の研究者が中心と

なって分担し、幅広い分析視覚を確保すると

同時に、共同研究の利点を活かして各議論の

布置関係の検証を深め、研究成果を有機的に

統合する。具体的な方法としては、三年間は

申請者を代表として成果を上げてきた三つ

の研究会を研究拠点として、研究課題と成果

を共有して推進する。また本研究を効果的に

実施するため、申請者を中心に共同研究会を

設置する。毎年関連する論文を執筆し、最終

年度までには研究成果を統合した著作の公

刊を目指す。 

【課題領域１】 

代表制民主主義と熟議民主主義 

【課題領域２】 

代表制民主主義と直接民主主義 

【課題領域３】 

熟議民主主義と直接民主主義       

⇒民主主義間関係の理論化 
 
４．研究成果 

本研究では、三つの研究成果を達成した。

第一は現代社会における代表制民主主義の

正統性の危機の要因をグローバル・リスクの

観点から明らかにした点である。第二は代表

制民主主義を相対化する形で生成している

「新たな民主主義」（熟議システムと直接民



 

 

主主義）をめぐる言説の配置を、正統性の観

点から考察した点である。第三は様々なタイ

プの民主主義間の関係を考察し、その節合

（articulation）から正統性を調達する民主

主義論を提示した。 

これらの考察によって低下する代表制民

主主義の正統性を補う、様々な民主主義のコ

ンステレーション（配置）理論の考察の基礎

を構築することができた。 

 国内外において研究期間を通じて代表

制民主主義、熟議民主主義、直接民主主義に

焦点をあてた研究の蓄積も進んだが、相互の

関係性に主に着目した本研究の独自性は高

く、民主主義をめぐる各研究の再検討を促進

させ、民主主義「間」研究の基礎を構築した

インパクトは大きい。 

 また当初は予期していなかったポピュ

リズムの台頭（アメリカ大統領選や Brexit

など）は本研究の問題意識である代表制の危

機を改めて浮き彫りにすると同時に、検討中

であった直接民主主義とポピュリズムの関

係性を考察する必要が生じた。 

ポピュリズムの台頭を通じて、本研究の目

的の重要性が改めて実証されたと共に、代表

制と他のタイプの民主主義との節合の必要

性が急務であることが明らかとなった。 
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